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ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝

の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
の
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
、

本
協
議
会
定
例
総
会
に
お
い
て
事
業
計

画
を
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

更
新
時
に
必
要
な
研
修
会
の
実
施
に

向
け
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
理
事
会
に
お
い
て
協
議

し
、
令
和
三
年
八
月
一
日
「
全
県
研
修

会
」
を
は
じ
め
「
中
央
地
区
研
修
会
」

を
十
月
三
日
、「
県
西
地
区
研
修
会
」

を
十
一
月
十
四
日
、「
鹿
行
地
区
研
修

会
」
を
令
和
四
年
一
月
三
十
日
に
実
施

を
い
た
し
ま
す
。
当
然
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
危
機
を
考
慮
し
、
感

染
防
止
対
策
に
万
全
を
注
ぎ
、
実
施
い

た
し
ま
す
。
研
修
会
の
運
営
に
関
わ
る

役
員
の
方
々
は
、
例
年
の
比
較
に
値
し

な
い
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。

有
資
格
者
の
更
新
に
関
わ
る
研
修
会

は
、
希
望
者
の
存
在
す
る
か
ぎ
り
茨
城

県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
と
し
て
研

修
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
お
り
ま
す
。

  

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が

一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
切
願
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
我
々
ス

ポ
ー
ツ
仲
間
が
感
染
防
止
に
自
助
努
力

を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
努
力
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

　

本
協
議
会
会
員
の
皆
様
へ
の
還
元
事

業
と
し
実
施
す
る
研
修
会
は
、
各
種
の

制
限
を
鑑
み
定
数
を
半
減
さ
せ
て
の
実

施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
事

情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
研
修
会
参
加

の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
今
後
各
地
区
ご
と
の
研
修

会
も
暫
時
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
長
の
裁
量

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
こ
と
を
申
し
添

え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
本
年
度
の

研
修
会
等
の
最
新
情
報
を
取
得
さ
れ
、

積
極
的
に
研
鑽
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
各
支
部

へ
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

末
尾
で
あ
り
ま
す
が
公
益
財
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
発
信
す
る
最
新

情
報
に
注
目
さ
れ
、
ご
自
身
の
指
導
体

制
に
対
応
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
実
施
す

る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
既

に
一
万
五
千
人
ほ
ど
の
死
者
を
生
み
出

し
、
海
外
に
比
べ
れ
ば
そ
の
被
害
は
少

な
く
見
え
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
関
連
死

を
含
め
れ
ば
楽
観
視
で
き
る
レ
ベ
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

英
語
のH

ealth

が
日
本
語
の「
健
康
」

と
訳
さ
れ
た
の
は
、
一
八
六
二
年
（
江

戸
末
期
）
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で

は
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』（
一
七
一
三

年
）
に
よ
る
健
康
観
が
日
本
を
支
配
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
代
の
日
本
に

も
ま
だ
息
づ
い
て
い
ま
す
。
養
生
訓
は

「
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
○
○
を

し
な
い
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
を
妨
げ
る
特
定
の
行
為
、
食
物
、

行
為
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康

が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
てH

ealth

は
「
完
全

な
」
を
意
味
す
る
古
英
語hal

を
語
源

と
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

holy

（
聖
な
る
）. H

olistic

（
全
体
の
、

全
身
の
）, hale

（
強
壮
な
）
の
よ
う

に
「
ま
っ
た
く
か
け
た
と
こ
ろ
の
な
い

完
全
な
状
態
」
へ
の
崇
拝
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
○
○
し
な
い
こ
と
」

で
は
な
く
「
○
○
す
る
こ
と
」
に
よ
っ

て
完
全
な
状
態
を
獲
得
す
る
の
が
英
語

の
「
健
康
」
と
い
う
概
念
で
す
。

　

英
国
や
米
国
な
ど
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
同
時
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
我
慢

す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
国
民
に
は

こ
う
し
た
施
策
が
効
果
的
で
す
。
日
本

で
は
養
生
訓
に
よ
る
健
康
観
を
前
提

に
、
人
々
に
我
慢
す
る
こ
と
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
も
う
限
界
に
達

し
て
い
ま
す
。

　

人
々
と
の
交
流
が
十
分
に
保
て
な
い

状
況
は
、
じ
わ
じ
わ
と
抑
う
つ
状
態
を

招
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

み
な
さ
ま
に
は
、
感
染
症
対
策
を
万
全

に
講
じ
た
上
で
、
少
し
で
も
多
く
の
方

を
み
な
さ
ん
の
活
動
の
輪
に
加
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
欧
米
の
健
康
観
に
習

っ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
る
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

照 

沼 

一 

美

　

会 

長

会
長
あ
い
さ
つ

http://w
w
w
.ibaraki-sports.or.jp/

み
な
さ
ん

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　

  

も
っ
と
活
用

　
　
　
　
　

し
ま
し
ょ
う
！

顧
問
あ
い
さ
つ

加 

藤 

敏 

弘

　

顧 

問
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項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 費 1,200,000 1,648 ,000 448,000 4,000 円× 412 名
２． 助 成 金 200,000 200,000 0 公益財団法人茨城県体育協会（令和 2 年度）
３． 繰 越 金 412,654 412,654 0 前年度繰越金（令和元年度）
４． 雑 収 入 27,346 48,410 21,064 利息・返金・広告料

合　　　計 1,840,000 2,309 ,064 469,064

項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 議 費 190,000 142,690 △ 47,310

総 会 35,000 38,788 3,788 切手・事務品・飲料
常 任 理 事 会 30,000 14,204 △ 15,796 切手・事務品・飲料
理 事 会 25,000 30,259 5,259 切手・事務品・飲料
総 務 委 員 会 20,000 6,981 △ 13,019 切手・事務品・飲料・手当
研 修 委 員 会 40,000 33,740 △ 6,260 切手・事務品・飲料・手当
広 報 委 員 会 40,000 18,718 △ 21,282 切手・事務品・飲料・手当

２． 事 務 費 560,000 677,468 117,468
旅 費 130,000 203,000 73,000 各種会議・研修会（全県・水戸地区・県南地区）
役 務 費 50,000 50,000 0 会長・事務局長
消 耗 品 費 120,000 164,953 44,953 事務用品・コピー紙・ラベル・インク・その他等
食 料 費 20,000 14,900 △ 5,100 監査・事務局・委員会
印 刷 コ ピ ー 費 80,000 57,745 △ 22,255 封筒印刷・カード印刷・コピー使用
通 信 費 120,000 141,376 21,376 切手・ゆうパック
備 品 費 40,000 45,494 5,494 ソフト・メモリー・付属品・ゴム印等

３． 事 業 費 540,000 560,724 20,724
会 報 印 刷 費 180,000 190,000 10,000 会報第 81 号・第 82 号印刷
会 報 発 送 費 240,000 236,628 △ 3,372 会報第 81 号・第 82 号郵送
研 修 会 費 50,000 112,656 62,656 研修会（全県研修・地区研修）諸経費
派 遣 費 70,000 21,440 △ 48,560 研修会派遣

４． 支 部 活 動 費 370,000 280,000 △ 90,000
県 北 活 動 費 85,000 70,000 △ 15,000 前期活動・県北更新研修・支部会報
水 戸 活 動 費 60,000 60,000 0 前期活動・水戸地区研修
中 央 活 動 費 70,000 60,000 △ 10,000 前期活動・支部更新研修
鹿 行 活 動 費 55,000 30,000 △ 25,000 前期活動
県 南 活 動 費 50,000 30,000 △ 20,000 県南地区研修
県 西 活 動 費 50,000 30,000 △ 20,000 前期活動

５． 負 担 金 10,000 0 △ 10,000 関東ブロックスポーツ指導者協議会
６． 雑 費 100,000 178,655 78,655 手数料・発送作業・その他等
７． 予 備 費 70,000 0 △ 70,000 関ブロ準備金

合　　　計 1,840,000 1,839 ,537 △ 463

令和 2年度収支決算報告書（令和２年４月１日～令和３年３月 31 日）
収入の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

収入合計　　　2,309,064 円　　　　　
支出合計　　　1,839,537 円　　　　　　なお、差引き残金は令和３年度本協議会収支予算書に繰り越しいたします。
差引残金　　　 469,527 円

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 費 1,400,000 1,200 ,000 200,000 4,000 円× 350 名
２． 助 成 金 200,000 200,000 0 公益財団法人茨城県体育協会（令和３年度）
３． 繰 越 金 469,527 412,654 56,873 前年度繰越金（令和２年度）
４． 雑 収 入 30,473 27,346 3,127 利息・返金・広告料等

合　　　計 2,100,000 1,840 ,000 260,000

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
１． 会 議 費 185,000 190,000 △ 5,000

総 会 35,000 35,000 0 切手・事務品・飲料・表彰・監査等
常 任 理 事 会 30,000 30,000 0 切手・事務品・飲料他
理 事 会 25,000 25,000 0 切手・事務品・飲料他
総 務 委 員 会 15,000 20,000 △ 5,000 切手・事務品・飲料・手当他
研 修 委 員 会 40,000 40,000 0 切手・事務品・飲料・手当他
広 報 委 員 会 40,000 40,000 0 切手・事務品・飲料・手当・会場使用料・版下他

２． 事 務 費 690,000 560,000 130,000
旅 費 150,000 130,000 20,000 各種会議等（総会・常任理事会・理事会は除く）
役 務 費 90,000 50,000 40,000 会長・事務局長・事務局員
消 耗 品 費 150,000 120,000 30,000 コピー紙・ラベル・インク・事務用品等
食 料 費 30,000 20,000 10,000 事務局・委員会・会計監査
印 刷 コ ピ ー 費 80,000 80,000 0 封筒印刷・カ－ド印刷・会議資料コピー他
通 信 費 140,000 120,000 20,000 切手・ゆうパック
備 品 費 50,000 40,000 10,000 ソフト・メモリー・附属品・ゴム印等

３． 事 業 費 550,000 540,000 10,000
会 報 印 刷 費 200,000 180,000 20,000 会報第 83 号・第 84 号印刷
会 報 発 送 費 240,000 240,000 0 会報第 83 号・第 84 号郵送
研 修 会 費 60,000 50,000 10,000 研修会 ( 全県研修・地区研修 ) 諸経費他
派 遣 費 50,000 70,000 △ 20,000 研修会派遣・関東ブロ会議派遣・全国会議派遣

４． 支 部 活 動 費 345,000 370,000 △ 25,000
県 北 活 動 費 60,000 85,000 △ 25,000 支部実務研修・支部会報 2 回
水 戸 活 動 費 30,000 60,000 △ 30,000 普通救命講習・スポーツ教室
中 央 活 動 費 70,000 70,000 0 中央地区研修・普通救命講習
鹿 行 活 動 費 85,000 55,000 30,000 鹿行地区研修・支部講演研修会・支部便り 1 回
県 南 活 動 費 40,000 50,000 △ 10,000 支部便り 2 回
県 西 活 動 費 60,000 50,000 10,000 県西地区研修

５． 負 担 金 10,000 10,000 0 関東ブロックスポーツ指導者協議会
６． 雑 費 150,000 100,000 50,000 手数料等 ・発送作業等・その他
７． 予 備 費 170,000 70,000 100,000 関東ブロ研修準備金及び準備委員会

合　　　計 2,100,000 1,840 ,000 260,000

令和３年度　収支予算書（令和３年４月１日～令和４年３月 31 日）
収入の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

収入合計　　　2,100,000 円　　　　　
支出合計　　　2,100,000 円　　　　　　
差引残金　　　 0 円
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１、方　　　針
　１）地域住民のスポ－ツ活動のニ－ズに対応して、生涯にわたるス
　　　ポ－ツ活動への協力と支援を通じてスポ－ツ指導者の社会的地
　　　位向上に努める。
　２）資格保有者相互の親睦と連携に努めて、指導者として資質や指
　　　導力の向上を図り、スポ－ツ活動の推進に努める。
　３）公認スポ－ツ指導者が、本協議会に会員入会 ( 新規入会・会員
　　　更新 )の促進を積極的に推進する。
　４）地域総合型スポ－ツ活動への参画に努める。

２、目　　　標
　１）本協議会の組織充実を図る。
　　①本協議会の組織体制を図り、本部事務局及び支部組織の充実に
　　　努める。
　　②市町村及び競技団体との連携・協調に努める。
　　③有資格者の会員入会 ( 新規入会及び更新入会 ) の促進を積極的
　　　に推進する。
　２）更新研修会 ( 全県研修・地区研修 ) を開催して、資質と指導力
　　　の向上を図る。
　３）普及広報活動を充実させて、交流と情報交換を図る。
　４）公益財団法人茨城県スポーツ協会及び市町村体育 ( スポーツ )
　　　協会事業への協力体制を充実させる。
　５）競技団体との連携強化を図る。
　６）関東ブロックスポ－ツ指導者協議会の情報交換と連携協力する。
　７）新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを尊重して実施す
　　　る。

３、事　　　業
　１）令和３年度公益財団法人茨城県スポーツ協会事業協力
　　①令和３年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・全県研修会
　　　⑴期　　日　　令和３年８月１日 ( 日 ) 午前９時３０分受付・
　　　　　　　　　　１０時開会～午後２時４５分閉
　　　⑵会　　場　　水戸市・ＪＡグループ茨城教育センタ－・二階
　　　　　　　　　　大会議室・一階研修室 (R2/8/15 予約済 )
　　　⑶参 加 料　　会員１,０００円・未会員３,０００円
　　　⑷参加定員　　１３０名 ( 二階大会議室８０名・一階研修室　
　　　　　　　　　　５０名 )
　　　⑸主　　管　　研修委員会
　　　⑹運営委員　　２６名予定 ( 本部役員・研修委員・総務委員・
　　　　　　　　　　広報委員 )及び茨城県スポーツ協会２名

　　②令和３年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・中央地区研修会
　　　⑴期　　日　　令和３年１０月３日(日)午前９時３０分受付・
　　　　　　　　　　１０時開会～午後２時４５分閉会
　　　⑵会　　場　　ひたちなか市・笠松運動公園陸上競技場大会議
　　　　　　　　　　室 (R3.1.20 予約済み )
　　　⑶参 加 料　　会員１,０００円・未会員３,０００円
　　　⑷参加定員　　８０名
　　　⑸主　　管　　中央支部
　　　⑹運営委員　　２０名以内 ( 本部役員・中央支部役員 ) 及び茨
　　　　　　　　　　城県スポーツ協会２名

　　③令和３年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・県西地区研修会
　　　⑴期　　日　　令和３年１１月１４日 ( 日 ) 午前９時３０分受
　　　　　　　　　　付・１０時開会～午後２時４５分閉会
　　　⑵会　　場　　下妻市・千代川公民館一階ホ－ル
　　　⑶参 加 料　　会員１,０００円・未会員３,０００円
　　　⑷参加定員　　１００名
　　　⑸主　　管　　県西支部
　　　⑹運営委員　　２０名以内 ( 本部役員・県西支部役員 ) 及び茨
　　　　　　　　　　城県スポーツ協会２名

　　④令和３年度茨城県スポ－ツ指導者研修会・鹿行地区研修会
　　　⑴期　　日　　令和４年１月３０日(日)午後０時３０分受付・
　　　　　　　　　　１時開会～午後５時閉会
　　　⑵会　　場　　鉾田市・大洋公民館一階大集会室
　　　⑶参 加 料　　会員１,０００円・未会員３,０００円
　　　⑷参加定員　　１２０名
　　　⑸主　　管　　鹿行支部
　　　⑹運営委員　　２０名以内 ( 本部役員・鹿行支部役員 ) 及び茨
　　　　　　　　　　城県スポーツ協会２名

　２) 令和３年度本協議会会報発行
　　①会報第８３号発行
　　　⑴ペ－ジ数　　８～１０ぺ－ジ予定
　　　⑵依 頼 日　　６月初旬予定
　　　⑶依 頼 先　　会長・茨城県スポーツ協会・顧問・事務局長・
　　　　　　　　　　専門委員長・新任役員・競技団体
　　　　　　　　　　本協議会受賞者・事務局だより・支部だより・
　　　　　　　　　　みんなの広場・令和３年～４年度役員名簿
　　　⑷発 行 日　　令和３年９月１５日予定
　　　⑸発 行 先　　６支部会員・県外会員及び新規入会会員
　　　⑹発 行 数　　１.７００部予定

　　②会報第８４号発行
　　　⑴ペ－ジ数　　８～１０ぺ－ジ予定
　　　⑵依 頼 日　　１月初旬予定
　　　⑶依 頼 先    会長・茨城県スポーツ協会・顧問・事務局長・
　　　　　　　　　　専門委員長・競技団体
　　　　　　　　　　日本スポ－ツ協会受賞者・事務局だより・支部
　　　　　　　　　　だより・みんなの広場
　　　⑷発行日　　令和４年３月１５日予定
　　　⑸発 行 先　　６支部会員・県外会員及び新規入会会員
　　　⑹発 行 数　　１.７００部予定

　３）令和３年度関東ブロックスポ－ツ指導者協議会会議
　　①令和３年度関東ブロックスポ－ツ指導者協議会宿泊研修会
      ⑴期　　日　　令和３年１１月中旬予定
      ⑵会　　場　　栃木県・
      ⑶参 加 者　　若干名 (照沼会長・鈴木副会長兼事務局長・
　　　　　　　　　　大畠顧問・関ブロ準備委員若干名 )
　　　⑷開催主管　　栃木県スポ－ツ指導者協議会

　　②令和３年度関東ブロックスポ－ツ指導者協議会役員会・会計監
　　　査・総会
　　　⑴期　　日　　令和４年３月下旬予定
　　　⑵会　　場　　未定
　　　⑶出 席 者　　３名 (照沼会長・鈴木副会長兼事務局長・
　　　　　　　　　　大畠顧問 )予定

　４) 令和３年度全国スポ－ツ指導者連絡会議
　　①令和３年度第１回全国スポ－ツ指導者連絡会議全体会及び分科会
　　　⑴期　　日　　令和３年７月上旬予定
　　　⑵会　　場　　東京都・ジャパンスポーツオリンピックスクエ
　　　　　　　　　　ア１４階
　　　⑶出 席 者　　２名 (照沼会長・鈴木副会長兼事務局長 )予定

　　②令和３年度第２回全国スポ－ツ指導者連絡会議全体会及び分科会
　　　⑴期　　日　　令和３年１１月下旬予定
　　　⑵会　　場　　東京都・ジャパンスポーツオリンピックスクエ
　　　　　　　　　　ア１４階
　　　⑶出 席 者　　２名 (照沼会長・鈴木副会長兼事務局長 )予定
　　③令和３年度公益財団法人日本スポ－ツ協会公認スポ－ツ指導者
　　　表彰
　　　⑴期　　日　　令和３年１１月下旬予定
　　　⑵会　　場　　東京都・未定
　　　⑶受 賞 者　　若干名 (本協議会推薦・競技団体推薦・
　　　　　　　　　　市町村推薦 )

　　④令和３年度公認スポ－ツ指導者全国研修会
　　　⑴期　　日　　令和３年１１月下旬予定
　　　⑵会　　場　　東京都・未定
　　　⑶出 席 者　　若干名 (参加希望者及び受賞者 )

　５) 令和３年度公益財団法人日本スポ－ツ協会公認スポ－ツ指導者
　　　表彰推薦者
　　　⑴県北支部・(柴田美知代様 )　⑸県南支部・推薦者なし 
　　　( 小松崎一郎様・再度推薦 )　　　　　　　　　　　　　　　
　　　⑵水戸支部・推薦者なし　     ⑹県西支部・推薦者なし
　　　⑶中央支部・推薦者なし     　⑺常任理事会・推薦者なし
　　　⑷鹿行支部・推薦者なし　　　　　　　　　　　　　　

　６）令和３年度茨城県スポ－ツ指導者協議会表彰推薦者 ( 功労賞・
　　　感謝状 )
　　　⑴県北支部・推薦者なし         　 ⑸県南支部・推薦者なし
　　　⑵水戸支部・(加藤正敏様・感謝状 ) ⑹県西支部・推薦者なし
　　　⑶中央支部・推薦者なし　　　　　⑺常任理事会・推薦者なし
　　　⑷鹿行支部・推薦者なし　　　　　　　　　　　　　　　　
　７) 令和３年度本協議会各種会議等開催計画
　　①総　　会　　期　　日　令和３年４月２３日 (金 )
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階会議室
　　②常任理事会　期　　日　３回計画・９月２２日 (水 )・
　　　　　　　　　　　　　　令和４年２月９日 (水 )
　　　　　　　　　　　　　　令和４年３月２３日 (水 )予定
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階会議室
　　③理 事 会　　期　　日　２回計画・４月９日 (金 )・令和４年
　　　　　　　　　　　　　　３月１日 (火 )
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階会議室
　　④会計監査　　期　　日　令和４年３月２６日 (土 )
　　　　　　　　　会　　場　笠間市・笠間友部公民館二階会議室

　　⑤専門委員会
　　⑴総務委員会　期　　日　２回計画・１１月１８日 (木 )・
　　　　　　　　　　　　　　令和４年２月３日 (木 )
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階ゲ－トボール事務所
　　⑵研修委員会　期　　日　３回計画・５月２５日 (火 )・
　　　　　　　　　　　　　　７月２１日 (水 )・８月１８日 (水 )
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階会議室
　  ⑶広報委員会　期　　日　２回計画・８月１５日 (日 )・
　　　　　　　　　　　　　　令和４年２月２０日 (日 )予定
　　　　　　　　　会　　場　笠間市・笠間友部公民館二階会議室
　　⑥事務局会議　期　　日　４回計画・５月２０日 (木 )・
　　　　　　　　　　　　　　令和４年１月２２日 (土 )・
　　　　　　　　　　　　　　令和４年２月３日 (木 )
                            令和４年３月１９日 (土 )
　　　　　　　　　会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階会議室『５月２０日 (木 )』
                  会　　場　笠間市・笠間友部公民館二階会議室
 　　　　　　　　　　　　　　『令和４年１月２２日 (土 )・
　　　　　　　　　　　　　　　３月１９日 (土 )』
　　⑦準備委員会　期　　日　４回計画・６月１６日 (水 )・
　　 ( 関東ブロ )　　　　　　９月１５日 (水 )・１２月１５日 (水 )
　　 　　　　　　　　　　　 令和４年２月９日 (水 )
　　　　　　　　  会　　場　水戸市・茨城県水戸生涯学習センタ－
　　　　　　　　　　　　　　分館内二階会議室
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令
和
三
年
四
月
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
の
席
上
「
感
謝
状
」
を

頂
き
ま
し
た
。
水
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
テ
ニ
ス
）
に
携
わ
り

四
十
二
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
（
テ
ニ
ス
）
の
資
格
を
取
り
、
又
、

茨
城
県
体
育
協
会
か
ら
「
体
育
功
労

賞
」
も
頂
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
現
在
も
小
学
生
を
対
象
に

テ
ニ
ス
の
指
導
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、

小
学
生
の
身
体
能
力
も
年
々
顕
著
に
な

る
も
の
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
女
子

の
背
丈
が
高
く
、
脚
の
細
い
生
徒
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
男

子
を
久
し
ぶ
り
に
観
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
身
長
も
高
く
な
り
、
脚
力
も
向
上

し
て
、
ス
ト
ロ
ー
ク
を
打
つ
力
も
力
強

く
な
っ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

数
年
前
に
世
界
の
ト
ッ
プ
五
に
錦
織
圭

が
入
り
、
少
年
少
女
の
憧
れ
の
的
に
な

り
、
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
も
起
こ
り
ま
し

た
。
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
競
技
が
あ

る
と
、
私
達
大
人
も
、
こ
の
少
年
少
女

達
の
活
躍
の
場
を
提
供
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
衝
動
に
か
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う

か
？
テ
ニ
ス
の
指
導
者
と
し
て
の
視
点

で
そ
の
子
の
柔
軟
性
を
観
る
と
、「
こ

の
子
は
、
ち
ょ
っ
と
硬
い
か
な
？
」
と

思
え
る
子
に
は
、
ス
ト
ロ
ー
ク
、
ボ

レ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
の
や
り
方
で
も
異
な

る
仕
方
を
教
え
て
い
ま
す
。「
柔
軟
性
」

は
、
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
で
も
必
要
な

能
力
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
の
柔
軟
性
を
養
う
た
め
に
も

テ
ニ
ス
の
練
習
に
入
る
前
に
は
、
必
ず

股
間
節
の
運
動
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方

法
を
、
時
代
の
先
端
を
い
く
ウ
ェ
ブ
な

ど
か
ら
取
り
入
れ
て
、「
感
謝
状
」
を

い
た
だ
い
た
の
を
機
に
指
導
者
と
し
て

鑑
み
る
こ
と
と
し
た
い
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
競
技
団
体
理
事
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
、
戸
澤
勉
と
申
し
ま
す
。
若

輩
者
で
す
が
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
は
茨
城
国
体
の
成
功
。

二
〇
二
〇
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
北
関
東
総
体
の
中
止

と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
。
二
〇
二
一

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
開
催
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く

環
境
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
沢
山
の

課
題
と
意
見
は
あ
り
ま
す
が
、
無
観
客

で
映
像
の
み
の
観
戦
で
は
あ
り
ま
す
が

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
は
選
手
、
ス

タ
ッ
フ
、
観
客
が
感
動
や
喜
び
悔
し
さ

を
共
有
で
き
る
事
で
す
。
そ
し
て
こ
の

素
晴
ら
し
さ
は
次
世
代
へ
夢
を
与
え
る

力
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
個
々
の
特
性
に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー

ツ
を
実
践
す
る
事
で
健
康
寿
命
を
延
ば

す
事
も
で
き
ま
す
。

　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
強
化
の
基
礎
を
作

っ
て
き
た
部
活
動
の
在
り
方
も
令
和
五

年
度
よ
り
大
き
く
変
化
す
る
時
を
迎
え

ま
す
。
学
校
と
地
域
の
融
合
に
よ
る
運

営
に
な
り
ま
す
。
今
後
の
指
導
は
目
標

と
課
題
の
設
定
、
指
導
内
容
の
共
有
、

事
前
説
明
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
、
指

導
力
の
向
上
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

選
手
に
お
い
て
は
自
己
管
理
能
力
の
向

上
、
競
技
力
向
上
の
方
法
を
選
択
で
き

る
環
境
等
が
整
う
利
点
が
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
方
で
、
困
難
な
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
微
力
な
が

ら
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

競
技
団
体
理
事(

弓
道)

就
任
に
あ

た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
茨
城

県
弓
道
連
盟
で
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
指
導
者
資
格
を
有
す
る
弓
道
指
導
者

は
、
約
百
六
十
名
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各

地
域
の
道
場
あ
る
い
は
学
校
の
弓
導
部

の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
日
本
弓
道
連
盟
は
、
基
本
的
事
業

(

昇
段
審
査
、
各
種
講
習
会
、
研
修
会

各
種
競
技
大
会)

を
公
平
・
公
正
に
運

営
す
る
た
め
、
審
査
会
、
指
導
講
習
会
、

競
技
会
を
、
公
認
資
格
を
有
す
る
委
員

に
よ
り
正
し
い
運
営
が
行
え
る
よ
う
制

度
化
し
、
平
成
三
十
年
度
よ
り
施
行
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
公
認
資
格
を
取
得

す
る
要
件
の
一
つ
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
指
導
者
資
格
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

猛
威
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
変

し
、
審
査
会
、
競
技
会
、
講
習
会
も
従

来
の
方
法
で
は
実
施
出
来
な
い
為
、
全

日
本
弓
道
連
盟
の
ガ
イ
ド
イ
ン
を
基
に

茨
城
県
弓
道
連
盟
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

弓
道
界
に
お
い
て
も
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
知
識
も
必

要
で
あ
る
た
め
、
講
習
会
に
お
い
て
も

重
要
な
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
効
率
化
を
実
現
し
た
運
営
等
が
必

須
と
考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
に
は

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
感
謝
状

受
賞
者
あ
い
さ
つ

加 
藤 

正 

敏

　

水
戸
市

理
事
就
任
あ
い
さ
つ

　

県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　
　

水
戸
市　

戸 

澤 　

 

勉

　

県
弓
道
連
盟　
　
　
　
　
　

筑
西
市　

米 

山 

良 

美

テ
ニ
ス
の
指
導
か
ら
学
べ
る
こ
と
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ま
だ
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
一
日

も
早
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
安
全
に
楽
し
め

る
日
が
来
る
こ
と
を
願
い
ま
し
て
、
理

事
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
競
技
団
体
理
事
に
選
出
さ

れ
、
先
輩
諸
賢
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
国
民
体
育
大
会
は
延
期
に
な
り
ま

し
た
。
競
技
団
体
ご
と
に
大
会
感
染
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
作
成
、
大
会
開

催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の

事
業
は
、
規
約
に
八
項
目
あ
り
ま
す
。

メ
イ
ン
は
（
二
）
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
の
更
新
研
修
並
び
に
資
質
向
上
に

関
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
協
議
会
で

は
全
県
研
修
会
、
各
地
区
研
修
会
と
年

四
回
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

競
技
団
体
で
も
更
新
研
修
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
と
連
絡
を
取
り
更
新
研
修

会
の
認
定
を
受
け
て
実
施
を
し
て
い
ま

す
。
更
新
研
修
の
機
会
が
増
え
更
新
研

修
と
資
質
向
上
が
図
れ
ま
す
。

　
（
五
）
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

育
成
と
活
用
で
は
、
笠
松
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
の
講

師
は
全
て
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
で

賄
い
、
指
導
者
の
活
用
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
民
体
育
大
会
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
監
督
は
、
上
位

競
技
団
体
の
指
導
も
あ
り
、
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
で
な
け
れ
ば
監
督
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。

　

茨
城
国
体
時
の
施
設
を
鉾
田
市
が
活

用
を
進
め
、
旧
小
学
校
体
育
館
に
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ツ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置

が
完
了
し
、
競
技
団
体
で
ク
ラ
ブ
を
立

上
げ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
の

普
及
、
底
辺
拡
大
を
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
中

で
始
ま
り
、
各
競
技
団
体
の
競
技
会
及

び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
活
動
も
出
来
る
だ
け

密
を
避
け
行
動
を
す
る
現
状
で
す
。

　

日
常
の
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
、
子
供
達
・
シ
ニ
ア
世
代
の
運
動
不

足
に
よ
る
精
神
的
・
体
力
的
衰
退
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
終
息
の
不

透
明
感
の
中
で
、
感
染
予
防
対
策
を
心

掛
け
な
が
ら
競
技
大
会
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
活
動
を
準
備
・
開
催
に
取
り
組
ん
で

い
る
指
導
者
・
関
係
者
方
々
の
努
力
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

令
和
三
年
度
行
事
計
画

　

水
戸
支
部
令
和
三
年
度
総
会
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
現
状

を
踏
ま
え
て
書
面
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
三
年
度
支
部
行
事
予
定
と
し
て

　

令
和
三
年
九
月
十
二
日
（
日
）
水
戸

市
上
中
妻
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
水
戸

地
区
救
急
普
及
協
会
の
協
力
の
も
と
、

救
急
救
命
講
習
会
の
予
定
し
て
お
り
ま

す
。　

　

日
常
の
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
す
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
つ
つ
あ

り
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
怠
ら
ず
笑
顔

で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

中
央
支
部
総
会
が
令
和
三
年
四
月
二

十
四
日
（
土
）
ひ
た
ち
な
か
市
松
戸
体

育
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
数
は
十
三
名
で
し
た
が
、
委
任

状
の
提
出
と
出
席
者
数
と
で
過
半
数
を

超
え
、
会
議
の
成
立
を
確
認
し
ま
し
た

の
で
総
会
議
事
を
進
め
ま
し
た
。
議
事

事
項
は
令
和
二
年
度
の
事
業
・
会
計
報

告
、
三
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
審
議
・

役
員
選
出
、
を
進
め
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
暫
く
改
正
し
て
い
な
か
っ
た

中
央
支
部
規
約
の
改
正
審
議
を
行
い
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
規
約
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
本
部
協
議
会
規
約
に
伴
う
改

正
が
殆
ん
ど
で
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
開

催
が
出
来
な
か
っ
た
中
央
支
部
の
講
習

会
（
救
急
救
命
講
習
会
）
を
六
月
五
日

（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
初

め
て
の
試
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
指

導
者
協
議
会
以
外
（
民
間
企
業
）
と
の

合
同
で
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
者
数
は
十
五
名
で
、
中
央
支
部
の
活
動

等
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
講
習
会
で
確
認
で
き
た

事
は
、
数
年
前
に
講
習
を
受
講
し
て
い

た
私
で
し
た
が
、
い
ざ
救
命
救
急
を
実

施
す
る
と
、
あ
わ
て
て
い
て
何
も
出
来

ず
に
い
る
自
分
に
気
付
き
ま
し
た
。
救

命
救
急
は
、
数
回
繰
り
返
し
受
講
を
す

る
こ
と
で
、
冷
静
に
出
来
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
確
認
が
出
来
ま

し
た
。　

　

七
月
十
八
日
（
日
）
に
中
央
支
部

常
任
理
事
・
理
事
会
を
東
海
村
村
松
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
議
事
の
主
な
内
容
は
、
中
央

地
区
研
修
会
に
関
す
る
事
前
打
合
せ
で

す
。
運
営
方
法
・
運
営
委
員
・
各
委
員

の
役
割
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

本
部
へ
の
会
議
の
参
加
状
況
で
す

が
、令
和
三
年
度
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会（
本

部
）
総
会
へ
の
出
席
・
全
権
研
修
会
打

ち
合
わ
せ
会
議
の
出
席
・
令
和
三
年
度

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
準
備
委
員
会
の
出
席
・

そ
の
他
本
部
専
門
委
員
会
へ
の
出
席
等

の
活
動
を
令
和
三
年
四
月
か
ら
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
全
権
研
修
会

八
月
一
日
（
日
）
へ
中
央
支
部
役
員
の

一
部
と
一
般
会
員
数
名
と
で
お
手
伝
い

参
加
し
て
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
十
月
三
日
（
日
）
に
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指
導
者
更
新
研
修

会
を
中
央
地
区
研
修
会
と
し
て
、
笠
松

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会
議
室
に
於
い

　

県
山
岳
連
盟　
　
　
　
　
　

石
岡
市　

木 

村 　

 

実

中
央
支
部

五
十
嵐 

雅 

晴

　

事 

務 

局 

長

岡 

野 

秀 

一

　

副 

支 

部 

長

水
戸
支
部
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て
開
催
予
定
を
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
か
ら
中
央
支
部
の
事
務
局
長

を
お
引
き
受
け
を
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
の
今
頃
は
、
今
を
我
慢
す
れ
ば

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
落
ち
着
い
て
く
る
の

か
と
気
楽
な
気
持
ち
で
い
た
の
で
す

が
、
一
年
を
過
ぎ
て
も
落
ち
着
く
ど
こ

ろ
か
終
息
し
な
い
ま
ま
、
更
に
増
加
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

頼
み
の
綱
は
や
は
り
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
だ
と
い
う
状
況
で
様
子
を
見
て
い
ま

す
が
、
一
人
一
人
の
行
動
が
重
要
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
と
し
て
、

八
月
一
日
に
は
全
県
研
修
会
を
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
を
図
り
な
が
ら
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

鹿
行
支
部
で
は
、
二
年
に
一
回
行
わ

れ
る
鹿
行
地
区
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
研
修
会
が
、
令
和
四
年
一
月
三
十
日

（
日
）
鉾
田
市
大
洋
公
民
館
で
実
施
す

る
予
定
で
準
備
中
で
す
。

　

各
人
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
外
出
時

に
は
三
密
を
避
け
る
様
、
気
を
配
り
、

コ
ロ
ナ
に
掛
か
ら
な
い
、
移
さ
な
い
為

の
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
・
消
毒
を
実

践
し
て
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
毎
日
の
楽
し
み
は
大
谷
翔
平

選
手
の
「
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
を
毎
朝
見

る
事
で
す
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
の
成
績

も
楽
し
み
で
す
が
、
大
谷
さ
ん
の
一
つ

一
つ
の
行
動
や
人
に
対
す
る
態
度
な
ど

も
興
味
を
持
っ
て
見
て
い
ま
す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
皆
さ
ん
、
勝

負
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
を
楽
し
く
周

囲
の
人
々
を
幸
せ
に
す
る
よ
う
な
人
を

育
て
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
良
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

…
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
（
信
じ
て
）
…

　

で
は
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
拡
げ

な
い
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
二
年
一
月
か
ら
猛
威
を
振
る
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
今
年
に
入

り
終
息
を
見
る
か
と
思
い
き
や
、
イ
ン

ド
で
発
生
し
た
変
異
デ
ル
タ
株
に
置
き

換
わ
り
、
さ
ら
に
感
染
拡
大
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
、
県
南
地
区
に
限
ら
ず
指

導
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
自
粛

を
強
い
ら
れ
、
日
常
の
活
動
も
思
い
通

り
に
い
か
ず
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

お
察
し
い
た
し
ま
す
。

　

一
番
被
害
を
被
っ
て
い
る
の
は
、
子

供
達
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
指
導
、

教
授
さ
れ
ず
に
困
惑
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
、
平
穏
な
日

常
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
自
粛
の
状
況
下
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

発
信
元
、
有
償
・
無
償
、
様
々
な
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
有
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
、
私
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

案
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
う
え
で
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
知

識
）
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
資
格
の
更
新
研
修
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
無
償
で
、
時
間
も
３
０
分

程
、
月
一
回
、
フ
ァ
イ
ル
は
い
つ
で
も
、

開
け
ま
す
。
あ
ま
り
負
担
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
度
は
、
県
南
支
部
の
支
部
役
員

の
改
選
期
で
し
た
。

　

新
支
部
長
を
は
じ
め
、
新
役
員
一
丸

と
な
っ
て
県
南
地
区
活
動
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

毎
年
、
八
月
発
行
の
支
部
便
り
は
支

部
総
会
の
報
告
を
載
せ
て
い
ま
し
た
。

茨
城
県
は
第
三
回
緊
急
事
態
宣
言
の
地

域
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

支
部
総
会
当
日
（
五
月
二
十
三
日
）
は
、

茨
城
県
知
事
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
市

町
村
に
下
妻
市
が
指
定
さ
れ
、
千
代
川

公
民
館
が
使
用
で
き
な
く
な
り
県
西
支

部
総
会
は
、
今
年
も
昨
年
に
続
き
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
事
前
に
総
会
参
加
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
二
十
名
の
会
員
の
方

か
ら
出
席
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
中

止
決
定
ま
で
の
時
間
が
短
く
出
席
者
に

中
止
決
定
の
連
絡
を
し
ま
し
た
が
、
中

止
決
定
の
確
認
漏
れ
が
な
い
か
開
催
日

当
日
は
、
事
務
局
と
し
て
千
代
川
公
民

館
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
走
行

中
、
電
話
連
絡
が
あ
り
中
止
の
事
を
伝

え
事
な
き
を
得
ま
し
た
が
帰
宅
後
、
再

度
も
う
一
名
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
千
代

川
公
民
館
に
行
っ
た
が
、
公
民
館
が
閉

ま
っ
て
い
る
と
お
怒
り
。
参
加
の
ハ
ガ

キ
が
届
い
て
な
か
っ
た
事
を
伝
え
ま
し

た
が
ハ
ガ
キ
は
出
席
で
出
し
た
と
一
点

張
り
で
苦
慮
し
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
中
止
の
件
は
ひ
と
段
落
し

ま
し
た
が
、
県
西
支
部
会
員
１
８
８

名
へ
の
令
和
二
年
度
報
告
事
項
と
審
議

事
項
の
承
認
の
取
り
ま
と
め
が
あ
り
、

１
８
８
名
に
総
会
資
料
と
承
認
（
同

意
）
ハ
ガ
キ
を
発
送
。
回
収
し
た
所
、

七
月
二
十
七
日
現
在
、
１
４
５
名
の
承

認（
同
意
）返
信
が
あ
り
ま
し
た
。（
４
３

名
が
無
回
答
）
平
成
３
年
度
も
コ
ロ
ナ

過
の
中
、
支
部
活
動
も
思
う
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
で
す
が
、
七
月

二
十
七
日
今
日
の
東
京
の
コ
ロ
ナ
感
染

者
２
８
４
８
名
と
の
情
報
が
ス
マ
ホ
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
県
西
支
部

活
動
で
決
定
し
て
い
る
の
は
、
各
支
部

持
ち
回
り
幹
事
の
義
務
研
修
を
十
一
月

十
四
日
（
日
）
下
妻
市
千
代
川
公
民
館

で
開
催
す
る
こ
と
で
す
。
今
年
で
三
回

続
け
て
千
代
川
公
民
館
で
行
う
わ
け
で

す
が
、
前
回
ま
で
は
す
べ
て
無
料
（
公

民
館
の
使
用
料
、
演
壇
の
横
看
板
、
講

師
の
立
て
看
板
等
）
で
し
た
が
、
今
回

は
費
用
が
掛
か
る
よ
う
で
す
。
費
用
の

事
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
西
事

務
局
で
進
め
て
き
た
こ
と
が
、
県
ス
ポ

鹿
行
支
部

君
和
田 

治 

也

　

副 

支 

部 

長

県
南
支
部

渡 

辺 

吉 

光

　

支 

部 

長

近 

藤 

康 

雄

　

事 

務 

局 

長

県
西
支
部



ー
ツ
協
会
の
方
が
千
代
川
公
民
館
に
挨

拶
に
行
っ
た
こ
と
で
、
話
が
違
っ
て
き

た
様
で
す
。
県
西
支
部
事
務
局
の
｛
ほ

う
れ
ん
そ
う
｝
か
な
？
十
一
月
の
事
で

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
研
修
を
開
催
す
る

場
合
は
、
支
部
役
員
の
他
、
下
妻
市
、

古
河
市
、
坂
東
市
、
境
町
等
近
隣
の
会

員
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

会
報
を
ご
覧
に
な
り
ご
意
見
、
ご
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら

〒
三
〇
六

－

〇
〇
五
二

古
河
市
大
山
一
五
四
三

－

一
三

県
西
支
部
事
務
局　

近
藤
康
雄

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
八
〇

－

四
八

－

一
九
一
一

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
症
に
よ
り
、
支
部
の
行
事
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
県
北
地
区
研
修
会
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
外
出
や
運

動
の
機
会
が
減
り
体
調
の
変
化
な
ど
を

感
じ
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
契
機
に
「
新
た
な
工
夫
」
の
取

り
組
み
の
一
つ
に
企
業
で
は
「
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
在
宅
ワ
ー
ク
」
の
働
き

方
に
変
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、「
ウ

エ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
自
宅
で
講
師
の
動
作
を
観
な
が

ら
一
人
で
学
習
す
る
と
い
う
新
た
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
二
年
度
の
全
国
表
彰
に
お
い

て
、
県
北
支
部
か
ら
阿
部
幸
江
さ
ん
、

高
松
淑
子
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
の
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
に
、
鈴
木
孝
子

県
北
支
部
副
支
部
長
が
茨
城
県
で
初
の

女
性
本
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
孝
子
副
支
部
長
は
、
日
立
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
も
歴
任
し

て
お
り
、
日
立
市
内
か
ら
茨
城
県

・
全
国
へ
と
活
躍
の
場
が
広
が
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
負
け
な
い
た
め
に
、
新

た
な
生
活
習
慣
を
整
え
て
免
疫
力

を
ア
ッ
プ
し
て
「
身
体
と
心
」
を

元
気
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　

広
報
委
員
長

　
　

君
和
田
治
也
（
鹿
行
支
部
）

　
　

第
八
十
三
号
会
報
の
発
行

　

に
当
た
り
、
皆
様
に
原
稿
執

　

筆
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し

　

上
げ
ま
す
。

　
　

ご
愛
読
を
い
た
だ
け
る
よ

　

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

　

で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご

　

意
見
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
と

　

思
い
ま
す
。

　

次
回
の
会
報
八
十
四
号
発
行

　

令
和
四
年
三
月
十
五
日
予
定

　⑻　茨城県スポーツ指導者協議会会報　第 83 号　
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編
集
後
記

協議会事務局便り

梅 

村 

恒 

雄

　

支 

部 

長

県
北
支
部

※本協議会事務局便りは、会報 80 号から 20 年ぶりに復
　活し会員皆様へ新しい情報を発信いたします。

　　　●令和３年度茨城県スポ－ツ指導者研修会
令和３年度研修会 ( 全県研修会、地区研修会 ) を開催する
案内文書は、令和３年６月上旬に郵送して６月 10 日から	
参加申込み受付を開始して、先着順で定員になり次第締
め切りました。	
⑴全県研修会
　日　時　令和３年８月１日 ( 日 )	
　会　場　水戸市・ＪＡグル－プ茨城教育センター	
　申込者　１３６名先着順で６月１２日締め切り
⑵中央地区研修会
　日　時　令和３年１０月３日 ( 日 )
　会　場　ひたちなか市・笠松運動公園陸上競技場会議室
　申込者　６０名先着順で６月１２日締め切り
⑶県西地区研修会
　日　時　令和３年１１月１４日 ( 日 )
　会　場　下妻市・千代川公民館	
　申込者　６０名先着順で６月１２日締め切り
⑷鹿行地区研修会
　日　時　令和４年１月３０日 ( 日 )
　会　場　鉾田市・大洋公民館
　申込者　１３０名先着順で７月１０日締め切り

　　　●茨城県スポ－ツ指導者協議会ご紹介
Ⅰ公認スポーツ指導者制度
　国民スポーツ振興と競技力向上にあたる各種スポーツ
　指導者の資質と指導力の向上を図り、指導活動の促進
　と指導体制を確立する事を目的に日本スポーツ協会が
　加盟団体等と一致協力して制定した制度であります。	
Ⅱ発　足
　茨城県スポ－ツ指導者協議会は、公認スポーツ指導者
　制度の創設に伴い、1979 年に全国スポーツ指導者連絡
　会議が発足し、日本体育協会並びに茨城県体育協会の
　指導のもとで、茨城県は 1979 年３月に発足し、2016
　年 10 月現在で全国の公認スポーツ指導者は、15 万９
　千余名となりました。
Ⅲ活　動
　茨城県スポ－ツ指導者協議会は、更新研修会 ( 全県研
　修会・地区研修会 ) や各種講習会の企画、運営及び地
　域の研修会へ講師派遣等、または会報誌を年二回発行
　しており、公認スポーツ指導者の活動を行っております。
Ⅳ会　員
　茨城県スポ－ツ指導者協議会の会員は、日本スポーツ
　協会公認スポーツ指導者の資格を有し、目的に賛同し
　て会費を納入された方々であります。
Ⅴ会　費
　⑴会費は、４, ０００円 ( ４年間分 ) を前納する。
　⑵入会は、資格を新規取得時及び資格更新時であります。
　⑶会費納入は、郵便振込用紙でお願いします。

　☆茨城県スポ－ツ指導者協議会連絡先☆
　〒 306-0204 茨城県古河市下大野 1463-4
　茨城県スポ－ツ指導者協議会事務局
　担当・事務局長　鈴木義夫
　TEL 0280-92-4555    FAX 0280-92-4555


